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一般社団法人日本粘土学会 2021年度総会議事録（案） 

  

開催日時：令和 3年 9月 14 日（火）11:00〜11:42 

開催会場：WEB会場（ZOOM） 

出席者数：WEB出席正会員 73名、委任状提出正会員 17名、合計 90名 

（通常議題での定足数正会員総数の 1/5（52 名）であるため、本会は成立） 

 

開会に先立ち、今年度ご逝去された会員に対して黙祷が捧げられた。 

 

１．開 会：佐藤常務委員長より 11時 00分に開会が宣言され、本日の総会は WEB出席正会員 67

名、委任状提出正会員 13名、合計 80名で、総会成立のための定足数を満たしている

ことが報告された。 

 

２．会 長 挨 拶：小暮会長より挨拶が述べられた。 

 

３．議長の選任：佐藤常務委員長より議長として小暮会長が推薦され、満場一致で承認された。 

 

４．議事録署名人の指名：佐藤常務委員長より、千野副会長と中川副会長を議事録署名人とすることが

提案され、満場一致をもって承認された。 

５.審議事項 

第１号議案 2021年度事業報告 

各担当常務委員より、2021 年度実施事業について、次の事業項目ごとに実施状況の報告が行われ

た。1.学術雑誌の編集と発行、2.研究発表会・見学会等の開催、3.シンポジウム・セミナーの開催、

4.参考粘土試料、5.広報、6.渉外、7.表彰、8.研究促進、9.庶務、10.常務委員会及び理事会。次に議長

が本議案について諮り、異議なく満場一致をもって承認された。 

 

第２号議案 2021年度会計決算報告及び監査報告 

 伊藤会計委員より、2021 年度一般会計決算報告書、学会誌出版事業決算報告書、参考粘土試料頒

布事業決算報告書、学術振興積立金決算報告書、貸借対照表、財産目録についての説明がなされ、続

いて志々目監事より、2021 年度監査報告が行われた。その後、議長が本議案について諮り、異議な

く満場一致をもって承認された。 

 

第３号議案 2022年度事業計画 

 各担当常務委員より、2022 年度事業計画について次の事業項目ごとに実施予定内容の説明が行わ

れた。1.学術雑誌の編集と発行、2.研究発表会・見学会等の開催、3.シンポジウム・セミナーの開催、

4.参考粘土試料、5.広報、6.渉外、7.表彰、8.研究促進、9.庶務、10.常務委員会及び理事会。次に議長

が本議案について諮り、異議なく満場一致をもって承認された。 

 

第４号議案 2022年度一般会計予算 

 伊藤会計委員より、2022 年度一般会計収支予算の内容が説明された。次に議長が本議案について
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諮り、異議なく満場一致をもって承認された。 

 

第５号議案 名誉会員の推薦 

佐藤常務委員長より、理事会として黒田一幸会員および福嶋喜章会員を名誉会員として推薦する

ことが提案された。議長が本議案について諮り、異議なく満場一致をもって推薦通りに承認された。 

 

次年度の粘土科学討論会の日程ついて質問があり、佐藤常務委員長より９月前半に予定されていると

の回答があった。 

 

議長より、その他の議題について会場に求めたが、特に発言は無かった。 

 

６．報告事項 

（１）2021年度学会賞等の受賞者 

佐藤常務委員長より、2021年度日本粘土学会学会賞等の受賞者について、次のとおり報告された。 

学会賞 蛯名武雄（国立研究開発法人 産業技術総合研究所 東北センター） 

功績賞 井伊伸夫（国立研究法人 物質・材料研究機構） 

奨励賞 吉田純 （日本大学 文理学部 化学科） 

技術賞 原子力発電環境整備機構 技術部 

論文賞 S. Aisawa, J. Sang, A. Masubuchi, H. Hirahara, and E. Narita：Clay Science, 24, 47-54 (2020). 

論文賞 三好陽子、鈴木正哉、宮腰久美子、高木哲一：粘土科学 第 59巻 第 2号 33-45 (2020) 

 

（２）2021年度学術振興賞の受賞者 

八田選考委員長より、2021年度日本粘土学会学術振興賞への応募はなったことが報告された。ま

た、入国制限措置や行動制限措置を課している国や地域が多い現状を踏まえ、本年度の学術振興賞

の運用をしない決定をしたことが報告された。 

 

（３）第 64回粘土科学討論会の開催状況  

佐藤常務委員長および樽田実行委員長より、講演件数（特別講演 1 件、シンポジウム講演 5 件を

含む）66件、登録者数 119 名であったことが報告された。 

樽田委員長より、リモート開催への協力に対して感謝が述べられた。また、佐藤常務委員長より、

信州大学の実行委員の皆様への感謝が述べられた。 

 

（４）その他 

特になし。また会場に発言を募ったが特に無かった。 

 

７．閉 会 

以上をもって本総会における全議案の審議及び報告を終了したので、議長は 11時 42分に閉会を宣言

した。 
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 以上の決議を明確にするため、この議事録を作成し、議長及び議事録署名人がこれに記名押印す

る。 

 

令和 3年 9月 14日 

一般社団法人日本粘土学会 2021年度総会 

議    長   小 暮 敏 博   ㊞ 

議事録署名人  中 川 昌 治   ㊞ 

議事録署名人  千 野 裕 之   ㊞ 


